
グ リーン ・ツ ー リ ズム イン ストラ クタ ー 育 成 ス クー ル

令和 元年 度 コー ディ ネー ター コ ース

（ グリ ー ン・ ツ ー リ ズ ム イ ンスト ラク ター 上 級 編）
日 程 表

場 所 ： 美 郷 町 宿 泊 交 流 館 ワ ク ア ス （ 秋 田 県 美 郷 町 ）

日 程 ： 令 和 元 年 １ １ 月 １ ９ 日 （ 火 ） ～ ２ ２ 日 （ 金 ） ３ 泊 ４ 日

主 催 ： 秋 田 県

運 営 ： Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 秋 田 花 ま る っ グ リ ー ン ・ ツ ー リ ズ ム 推 進 協 議 会

○ 第 １ 日 目

時 間 内 容

１ ２ ： ０ ０ ～ 受 付

１ ３ ： ０ ０ ～ 【 開 講 式 ・ ｵﾘｴ ﾝ ﾃｰ ｼ ｮ ﾝ】 （ ３ ０ 分 ）

・ 開 講 式 （ １ ５ 分 ）

・ ｵﾘｴ ﾝﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ（ １ ５ 分 ）

１ ３ ： ３ ０ ～ 【 第 一 講 】 （ ６ ０ 分 ）

講 師 ： 宍 戸 信 一

１ ． 地 域 連 携 手 法

① 地 域 合 意 形 成 と 人 材 活 用 方 法

② 地 域 連 携 と 組 織 化

③ 行 政 と の 連 携 （ 助 成 金 等 の 獲 得 方 法 ）

１ ４ ： ３ ０ ～ 休 憩

１ ４ ： ４ ０ ～ 【 第 二 講 】 （ ６ ０ 分 ）

講 師 ： 宍 戸 信 一

２ ． 体 験 プ ロ グ ラ ム の 作 成 手 法

① グ リ ー ン ・ ツ ー リ ズ ム 企 画 の ポ イ ン ト と 地 域 回 遊

② 企 画 の 作 り 方

③ フ ァ シ リ テ ー タ ー の 重 要 性

１ ５ ： ４ ０ ～ 休 憩

１ ５ ： ５ ０ ～ 【 第 三 講 】 （ ６ ０ 分 ）

講 師 ： 中 村 文 彦

３ ． マ ー ケ テ ィ ン グ に つ い て

① グ リ ー ン ・ ツ ー リ ズ ム の マ ー ケ テ ィ ン グ

② Ｃ Ｓ と Ｍ Ｓ

１ ６ ： ５ ０ ～ 休 憩

１ ７ ： ０ ０ ～ 【 第 四 講 】 （ ６ ０ 分 ）

講 師 ： 鈴 木 達 志

４ ． 体 験 活 動 に お け る 危 機 管 理

① 体 験 フ ィ ー ル ド の 危 機 管 理

② リ ス ク マ ネ ー ジ メ ン ト （ 事 故 事 例 ）

③ 緊 急 時 の 対 応

１ ８ ： ０ ０ ～ 〔 夕 食 〕

１ ９ ： ０ ０ ～ 【 第 五 講 ・ 第 六 講 】 （ ５ ０ 分 ）

講 師 ： 中 村 文 彦

５ ． 企 画 実 行 上 の 諸 規 制

① 旅 行 業 法 に つ い て

② 募 集 チ ラ シ 作 成 の 留 意 点

③ 第 ３ 種 旅 行 業 者 に つ い て

６ ． 企 画 実 行 上 必 要 な 保 険

① 保 険 の 種 類

１ ９ ： ５ ０ ～ 【 情 報 交 換 会 】 （ １ ０ 分 ）

① 自 己 紹 介

２ ０ ： ０ ０ 第 １ 日 目 終 了



○ 第 ２ 日 目

時 間 内 容

８ ： ２ ０ ～ 集 合

８ ： ３ ０ ～ 【 第 七 講 】 （ １ ２ ０ 分 ）

講 師 ： 中 村 文 彦

７ ． 体 験 活 動 企 画 の Ｐ Ｒ 手 法

① 募 集 チ ラ シ ・ Ｈ Ｐ の 作 成

② パ ブ リ シ テ ィ 手 法

③ 旅 行 会 社 か ら 見 た 原 価 計 算

１ ０ ： ３ ０ ～ 休 憩

１ ０ ： ４ ０ ～ 【 第 八 講 】 （ ８ ０ 分 ）

講 師 ： 宍 戸 信 一

８ ． 基 準 書 の 作 成 手 法

① 基 準 書 の 作 成

② 原 価 計 算 等

１ ２ ： ０ ０ ～ 〔 昼 食 〕 （ ６ ０ 分 ）

１ ３ ： ０ ０ ～ 【 第 九 講 】 （ ３ ０ ０ 分 ）

講 師 ： 鈴 木 達 志 ・ 中 村 文 彦

９ ． グ ル ー プ 研 究

・ オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

・ 現 地 実 地 踏 査 （ １ ２ ０ 分 ）

・ 今 ま で の 講 義 の 成 果 を 生 か し て グ ル ー プ 単 位 で シ ミ ュ レ

ー シ ョ ン 研 究 を 行 う 。

・ 講 座 実 施 地 域 や 実 施 フ ィ ー ル ド で の 地 域 資 源 や 人 的 資 源

の 活 用 を 中 心 に 進 め る 。

・ 受 講 生 の 地 域 で の 「 地 域 連 携 」 を 念 頭 に 、 実 施 地 域 で 実

際 に 体 験 活 動 が 行 え る 企 画 作 り を 、 グ ル ー プ 毎 に 展 開 。

・ こ の 研 究 結 果 は 、 フ ィ ー ル ド ワ ー ク に て 実 際 に 行 う 。

１ ８ ： ０ ０ ～ 〔 夕 食 〕 （ ６ ０ 分 ）

１ ９ ： ０ ０ ～ 【 第 十 講 】 （ ６ ０ 分 ）

講 師 ： 鈴 木 達 志 ・ 中 村 文 彦

10． グ ル ー プ 研 究

・ グ ル ー プ 研 究 作 業

２ ０ ： ０ ０ 第 ２ 日 目 終 了



○ 第 ３ 日 目

※ 休 憩 時 間 は 適 宜 と り ま す 。

○ 第 ４ 日 目

※ 休 憩 時 間 は 適 宜 と り ま す 。

時 間 内 容

８ ： ２ ０ ～ 集 合

８ ： ３ ０ ～ 【 第 十 一 講 】 （ ２ １ ０ 分 ）

講 師 ： 鈴 木 達 志 ・ 中 村 文 彦

11． グ ル ー プ 研 究

・ 研 究 成 果 物 提 出

１ ２ ： ０ ０ ～ 〔 昼 食 〕 （ ６ ０ 分 ）

１ ３ ： ０ ０ ～ 【 第 十 二 講 】 （ ２ ４ ０ 分 ）

講 師 ： 鈴 木 達 志 ・ 中 村 文 彦

○ グ ル ー プ 研 究 発 表

・ オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

・ グ ル ー プ 毎 に よ る 発 表

・ ま と め

１ ７ ： ０ ０ ～ 【 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 】 （ ６ ０ 分 ）

講 師 ： 宍 戸 信 一

○ フ ィ ー ル ド ワ ー ク の 説 明

１ ８ ： ０ ０ ～ 〔 夕 食 〕

１ ９ ： ０ ０ ～ 【 フ ィ ー ル ド ワ ー ク 準 備 】 （ ６ ０ 分 ）

講 師 ： 鈴 木 達 志 ・ 中 村 文 彦

○ フ ィ ー ル ド ワ ー ク の 準 備

２ ０ ： ０ ０ 第 ３ 日 目 終 了

時 間 内 容

８ ： ２ ０ ～ 集 合 （ ※ 荷 物 を ス ク ー ル 会 場 へ 移 動 ）

８ ： ３ ０ ～ 【 フ ィ ー ル ド ワ ー ク 】 （ １ ８ ０ 分 ）

講 師 ： 鈴 木 達 志 ・ 中 村 文 彦

◎ 現 地 フ ィ ー ル ド ワ ー ク

○ グ ル ー プ 研 究 の 成 果 を 使 っ た コ ー デ ィ ネ ー タ ー 実 習

○ 企 画 内 容 が 実 際 に 展 開 出 来 る か 検 証

○ ふ り か え り

１ １ ： ４ ５ ～ 〔 昼 食 〕 （ ４ ５ 分 ）

１ ２ ： ３ ０ ～ 【 第 十 三 講 】 （ ６ ０ 分 ）

講 師 ： 宍 戸 信 一

◎ ま と め

○ フ ィ ー ル ド ワ ー ク の 結 果 を 踏 ま え 企 画 立 案 者 と し て の 課

題 等 を 検 討

１ ３ ： ３ ０ ～ □ 認 定 試 験 □ （ ６ ０ 分 ）

※ 受 講 後 ア ン ケ ー ト 提 出

１ ４ ： ３ ０ ～ □ ス ク ー ル 修 了 式 □

１ ５ ： ０ ０ ス ク ー ル 終 了



■ ス タ ッ フ ■

○ 宍戸 信一 （ し し ど し んい ち） 一 般 財団 法 人都 市 農 山 漁 村 交 流 活性 化 機 構

業務 第１ 部 グ リ ー ン・ ツー リ ズム チ ー ム長

○ 松木 智子 （ ま つ き と もこ ） 一 般 財団 法 人都 市 農 山 漁 村 交 流 活性 化 機 構

総 務 部 調 査役

○ 鈴 木 達 志 （ す ず き た つ し ） NPO法 人 伊 豆 自 然 学 校

理 事 長

○ 中 村 文 彦 （ な か む ら ふ み ひ こ ） NPO法 人 わ く わ く 体 験 ぐ ん ま ｻﾎ ﾟ ｰ ﾄ ｾ ﾝ ﾀ ｰ

理 事 長


